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パケット解析の仕組み

Data Manager ▼

▼Collector（CL）

▼Data Manager（DM）

ミラーポートから転送されたパケットをキャプチャするモジュールです。クライアント
とサーバの通知の両方を取得することで、Web性能監視に必要なデータに加
工し、DMに転送します。

CLから受け取ったデータをDBに格納し、レポートするモジュールです。
RTbandwidthでは、MU単位のトラフィック量、レスポンスタイム、コンテンツ
のエラーの各監視項目を提供します。

Collector ▼

スイッチングハブのミラーポートからパケットを取
得し、高速に分析対象データを独自DBに格
納します。

独自DBにより、取得したデータを最小限に圧
縮するため、アクセス数が多いサイトでも、極
めて少ないシステムリソースで運用が可能です。

既存のWebサーバと筐体を別
にするため、サービス環境には
影響を与えず、導入も容易で
す。

導入後に既存のWebサーバの
構成や、OSを変えてもライセンス
を再購入する必要はありません。

クライアント＝利用者の目線で、Webサイトの性能監視を行うことで、使いやすさの評価にご活用頂けます。
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ご導入利用例

某銀行 システム部門様
（法人や金融機関向けの銀行業）

従来のシステムでは回線全体の使用
量までしか把握できなかった。お客様
からのアクセスが瞬時に大量発生した
際にどのサイトへのアクセスなのかを正
確に把握し、かつ、トラフィック増に確
実に耐えられる設備を維持提供して
いくためにRTbandwidth®を導入。

お客様の個別のサイト別にトラフィック
容量が監視できるようになり、バースト
時の対応も客観的で正確なデータに
基づいた、対策が打てるようになった。

金融総合情報提供
インフラ担当部門様

複数の金融企業のシステムを運用代
行している同社では、サービスレベルを
維持するためにネットワーク全体および
サイト別のトラフィックの監視に
RTbandwidth®を採用。

HTTPコードのエラーコードも把握でき
るため、コンテンツやサーバサイドのエ
ラーも適切に対処できるようになった。
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業務情報システムのサービスレベル管理

解決しなければならない問題は何か

1.「遅いトランザクション」の検知が困難

2.要因が複雑なため原因の究明が困難

ユーザーの視点からシステムを監視し、問題があれば自動的に感知し
問題解決に必要なデータを収集する仕組みが必要

システム管理ツールを利用？
・個々の構成要素には何も異常が見当たらないにも関わらずユーザー側に問題が発生
・多数の構成要素が複雑に連動する分散システムは、ユーザー側で問題が発生しても管理側には見えにくい構造

？
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解析に有効な情報が
多く含まれる

PC

携帯

モバイル端末
Webビーコン

HTML

DNSサーバARPのアドレス解決

DNSの名前解決

Webサーバ

ログファイル

TCPコネクションの確立

HTTP / HTTPSの通信

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
⑩

⑪

No. Protcol Info 処理内容

1 ARP Who has… DNSサーバMACアドレス調査

2 ARP 192.168…

3 DNS Standard.. ドメインのIPアドレス調査

4 DNS Standard..

5 TCP 3121 > … TCPでデータをやり取りするための
通信路を作る

6 TCP http > …

7 TCP 3121 > …

8 HTTP GET / … Webページのデータを

受信する
9 TCP http > …

10 TCP [TCP …

11 HTTP HTTP/1...

RTmetrics分析範囲
HTML

Webアクセス時にやりとりされるパケット

“HTTPリクエスト”=ページ要求

“HTTPレスポンス”=ページデータ

Webブラウザからサーバに対しては、⑤から通信路が確立され、サーバからWebブラウザに、⑪の”レスポンス”=ページ
データが返されることで、ブラウザで情報を閲覧することが可能となります。

このやり取りのルール全体がHTTPと呼ばれます。

RTbandwidth/RTmetricsはパケットキャプチャにより、⑤～⑪のお客様毎のオンラインビジネスに有効な情報を
パパケット内から取り出し、さまざまな解析を行うことが可能です。

RTmetrics分析範囲

ipReport分析範囲

RTbandwidth分析範囲

RTmetrics/RTbandwidthのアーキテクチャ

通
信
全
体
の
流
れ

一般的な情報
のみが含まれる
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RTbandwidth機能概要

MU1

www.auriq.co.jp

MU2

www.rtm.com

MU3

www.rtb.com

Other site

95％平均
総計

95％ピーク

グループ設定・MU設定 利用帯域

機能 説明 解析できる内容

①利用帯域 ドメインおよびサブドメインレベルでの帯域利用度のレポート 関連会社別利用帯域率、サービス別の帯域利用率

②状態統計 サーバおよびネットワークでのエラー発生状態のレポート エラー発生時の詳細ログデータ

③応答性能 WEBサイトおよびアプリケーションの応答のレポート サイト・サービス別の応答性能、業務アプリの機能別応答性能

④課金情報 解析対象帯域の算出方法4パターン 95% / 平均 / 総計 / 95%ピーク

課金情報 状態統計

エラーコード
エラー詳細情報
クライアント中止

サーバ障害

応答性能

サーバ時間
ネットワーク時間

通信遅延

RTbandwidthの監視機能

総
帯
域

個
別
帯
域

個
別
帯
域

個
別
帯
域

95％平均
総計

95％ピーク

エラーコード
エラー詳細情報
クライアント中止

サーバ障害

サーバ時間
ネットワーク時間

通信遅延

95％平均
総計

95％ピーク

エラーコード
エラー詳細情報
クライアント中止

サーバ障害

サーバ時間
ネットワーク時間

通信遅延
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【Fig 1. レポート画面】

【Fig 2. 項目拡大図】

【Fig 3. グラフ表示 一日の例】

グラフマークを
クリックすると
表示されます。

項目をクリックすると
昇順にソートされます。

サイトを出入りするトラフィックのうち、解析対象にかかった帯域情報を
提供します。

帯域利用状況は各サイト毎に計算され、現在時刻から、1日、1週
間、１ヶ月、１年という期間に応じて閲覧可能です。

出力データならびに入力データの転送速度は、平均値と最高、ピーク
値が計算されます。さらに送受信と、その総計、送受信総計を算出
します。

パイチャートマー
クをクリックする
と表示されます。

【Fig 4. パイチャート】

①利用帯域 レポート
ドメインレベルでのアクセス緩急を量的に把握



8Strictly Confidential and Proprietary, Not for distribution

【Fig 1. レポート画面】

【Fig 2. 項目拡大図】

【Fig 6. グラフ表示 一週間の例】

【Fig 3. 総計】

【Fig 4. 詳細】

【Fig 5. クライアント中止】

グラフマークをクリック
すると表示されます。

数字をクリックする
と表示されます。

項目をクリックすると
昇順にソートされます。

※成功・エラー・キャッシュ・サーバ障害の項目
も数字をクリックすると表示されます。

各サイト毎に、サーバに対して送信されたリクエストの総数やトランザクションの
正常処理数、エラーの発生数を表示します。また、各ハイパーリンクをクリック
することにより、さらに詳しいグラフや詳細レポートが表示できます。

②状態統計 レポート
サーバー・ネットワークの対外的なエラーをリスト化



9Strictly Confidential and Proprietary, Not for distribution

▼解析対象ごとの稼動状況や品質（エラー内容）の監視してレポート

WhoisDB問合せ
該当オブジェクト表示

②状態統計レポート エラーチェック詳細
どのクライアントの、どのページへのアクセスでエラーが発生したのか？ステータスコードとともにリスト化

HTTPエラー（400番台以降のエラー）などが発生した場合には、その内容を詳しく調べる必要があります。サマリレポート
のlogの項目に、１日または１週間でトータル何件のエラーが発生したかがレポートされ、その内訳を下記のような詳細なレ
ポートで閲覧できます。



10Strictly Confidential and Proprietary, Not for distribution

【Fig 1. レポート画面】

【Fig 2. 項目拡大図】

【Fig 4. グラフ表示 一ヶ月間と一年間の例】

【Fig 3. 詳細】

グラフマークをクリック
すると表示されます。

数字をクリックする
と表示されます。

項目をクリックすると
昇順にソートされます。

各解析対象に対して、実際のアクセスデータを基に、待ち時間・サーバ時間・通信遅延に
おいてかかる時間を計測、表示します。

全てのクライアントからのHTTP要求の開始から完了するまでの時間が分析、分割され、
この一覧表に表示されることで、解析対象におけるボトルネックが、サーバの処理時間の
問題であるのか、対象ファイル、コンテンツの重さにあるのか、解析対象環境のネットワーク
にあるのかを把握することが、エージェントや仮想環境を構築せずに可能となります。

③応答性能 レポート
Webサイト来訪者が体感する表示速度をページ単位でモニタリング
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クライアント サーバSYN

SYN-ACK

ACK

HTTP:GET

HTTP:200

Continue

Continue

最後のデータ

ACK

待ち時間

サーバ時間

通信遅延

待ち時間、サーバ時間、ネットワーク時間を計測し、どこがボトルネックになっているのか、ピンポイントで分かります。

体感時間

待ち時間が長いと、A
PSV、DBSVの処理

に問題がある。

コンテンツが重たい場
合が多い

ネットワークの遅延が
ボトルネックです。

応答時間計測方法
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【Fig 1. レポート画面】

【Fig 2. 項目拡大図】

【Fig 3. グラフ表示】

グラフマークをクリック
すると表示されます。

項目をクリックすると
昇順にソートされます。

解析対象が利用された帯域に対して、95% / 平均 / 総計 / 95%
ピークで算出します。

データはデフォルトで1ヶ月間の表示となっていますが、利用帯域に比べ、
より精密なデータを保存しています。課金情報のデータは1ヶ月間のデー
タを5分毎に保管しています。 （利用帯域のデータは2時間ごと）

課金情報は各解析対象ごとに計算され、結果は、五分毎平均の帯域
の95%、五分毎平均の帯域の平均、五分毎平均の帯域の総計、
ピーク帯域の95%別に表示させることができます。

④課金情報 レポート
サイト別の占有状態から回線の使用状況を確認



Thank you!

AuriQ Systems Japan Co.,Ltd.

Akasaka Yoko Building, 4th floor

4-8-6 Akasaka, Minato-ku

Tokyo 107-0052 Japan

Tel: +81-3-3560-8083AuriQ System Inc.

199 S. Los Robles Ave., Suite 440,

Pasadena, CA 91101

Tel: +1 (626) 564-2781


